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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  オーバーシュート駆動を行う液晶表示装置に
おいて、入力データを遅延させるフレームメモリの記憶
容量を縮減する。
【解決手段】  開示される液晶表示装置は、液晶パネル
５を用いて画像を表示する液晶表示装置であって、入力
階調データを間引いてビット数を低減した出力階調デー
タを生成するデータ変換テーブル１と、データ変換テー
ブル１の出力階調データを、液晶パネルにおける１フレ
ームの画像表示期間遅延させて第２の入力階調データを
生成するフレームメモリ３と、入力階調データと第２の
入力階調データとの大小関係に応じて、予め記憶されて
いるオーバーシュート階調出力を発生するルックアップ
テーブル４とを備え、このオーバーシュート階調出力に
よって液晶パネル５において画像表示を行うように構成
されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルを用いて画像を表示する液晶
表示装置であって、第１の入力階調データのビット数を
低減した出力階調データを生成する第１のテーブル手段
と、前記第１のテーブル手段の出力階調データを、前記
液晶パネルにおける１フレームの画像表示期間遅延させ
て第２の入力階調データを生成するフレームメモリ手段
と、前記第１の入力階調データと前記第２の入力階調デ
ータとの大小関係に応じて、予め記憶されているオーバ
ーシュート階調出力を発生する第２のテーブル手段とを
備え、
前記オーバーシュート階調出力によって前記液晶パネル
において画像表示を行うように構成されていることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記第１のテーブル手段が、前記第１の
入力階調データの階調値が小さいときは粗い間隔で前記
出力階調データを生成し、前記第１の入力階調データの
階調値が大きいほど細かい間隔で前記出力階調データを
生成するように変換を行って前記出力階調データのビッ
ト数を低減することを特徴とする請求項１記載の液晶表
示装置。
【請求項３】  前記第１の入力階調データが８ビットか
らなり、前記出力階調データが５ビットからなることを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記第１の入力階調データが６ビットか
らなり、前記出力階調データが４ビットからなることを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記第１の入力階調データが６ビットか
らなり、前記出力階調データが３ビットからなることを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記第１の入力階調データが、赤，緑，
青の各色とも８ビットからなり、前記出力階調データが
赤，青に対しては５ビットからなり、緑に対しては６ビ
ットからなることを特徴とする請求項２記載の液晶表示
装置。
【請求項７】  前記第２のテーブル手段が、ビット数を
低減するデータ変換を行わないとしたときに、前記第１
の入力階調データの階調値が、該第１の入力階調データ
に対応する前記第２の入力階調データの階調値より大き
いか、又は等しいか、又は小さいかに応じて、前記第１
の入力階調データの階調値より大きいか、又は等しい
か、又は小さい階調値に対応する、前記ビット数を変換
するデータ変換を行った階調値を出力することを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか一に記載の液晶表示装
置。
【請求項８】  前記液晶パネルがＴＮ型液晶パネルから
なることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一に記
載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記液晶パネルがＩＰＳ型液晶パネルか
らなることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一に
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記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  前記液晶パネルにおいてドット反転方
式の画像表示を行うことを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記液晶パネルにおいてライン反転方
式の画像表示を行うことを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記液晶パネルにおいてフレーム反転
方式の画像表示を行うことを特徴とする請求項１乃至９
のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶パネルをオ
ーバーシュート駆動するために必要なフレームメモリの
容量を縮減した液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶セルを構成する液晶物質は、電界を
加えられたとき分子配列が変化することによって光の透
過率が変化する。そこで、液晶物質によって構成した多
数の微小な液晶セルを透明基板上に配列して、それぞれ
の液晶セルに対して個別に信号電圧を印加できるように
した液晶パネルと、液晶パネルの背面に設けられた光源
とを用い、それぞれの液晶セルごとに光源からの光の透
過率を制御することによって、画像表示を行うことがで
きる。しかしながら、このような液晶表示装置において
は、液晶物質に電界を印加したときの分子配列の変化に
は時間的な遅れを伴うため、その発光応答性には累積効
果が生じて、そのため、動画像の場合、画像の動きに遅
れが現れて見にくくなるという問題がある。
【０００３】これに対して、液晶セルの駆動時、短時
間、過大な信号電圧を印加するオーバーシュート駆動方
式を採用することによって、液晶物質の分子配列の変化
を加速して、動画像の表現性を向上させることが試みら
れている。
【０００４】図１４は、従来の、オーバーシュート駆動
を行う液晶表示装置の構成例を示したものである。この
従来例の液晶表示装置は、図１４に示すように、コント
ローラ１０１と、フレームメモリ１０２と、ルックアッ
プテーブル１０３と、液晶ディスプレイ（Liquid Cryst
al Display：ＬＣＤ）１０４とから概略構成されてい
る。なお、液晶表示装置においては、通常、赤（Ｒ），
緑（Ｇ），青（Ｂ）の３原色に対応する液晶セルを有
し、外部から３色に対応するＲＧＢデータを供給するこ
とによって、カラー画像の表示を行うようになっている
が、以下においては、説明を簡単にするため、単色の場
合について説明する。
【０００５】外部機器から入力された、例えば８ビット
のディジタルデータ（階調値）からなる画像信号の入力
１は、順次、コントローラ１０１からフレームメモリ１
０２に入力されて、１フレーム期間保持されてから出力



(3) 特開２００３－８４７３６

10

20

30

40

50

3
される。コントローラ１０１は、フレームメモリ１０２
の出力を、入力２としてルックアップテーブル１０３に
供給する。一方、ルックアップテーブル１０３には、入
力１が直接加えられており、これによって、ルックアッ
プテーブル１０３は、入力１と入力２のそれぞれの階調
値に応じて、オーバーシュート駆動を行うための出力２
を発生して、ＬＣＤ１０４に供給する。
【０００６】ＬＣＤ１０４には、横（行）方向に配列さ
れた複数の走査線と、縦（列）方向に配列された複数の
データ線との交点ごとに画素電極が配置されているとと
もに、走査線を駆動するための走査線駆動回路（不図
示）と、データ線を駆動するためのデータ線駆動回路
（不図示）とを有し、走査線駆動回路がコントローラ１
０１から供給される同期データに応じて走査信号を供給
することによって、各行の走査線を順次駆動し、データ
線駆動回路がコントローラ１０１から供給される同期デ
ータに応じて、それぞれのデータ線に、ルックアップテ
ーブル１０３からの出力２の階調値に応じた電圧のデー
タ信号を供給することによって、各列のデータ線が順次
駆動される。各画素電極は、対応するデータ線との間に
接続されたＴＦＴ（Thin Film Transistor）のゲートが
走査線の走査信号によってオンに制御されたとき、対応
するデータ線から供給される、それぞれのデータ信号の
電圧に応じて光の透過率が変化することによって、画像
表示が行われるようになっている。
【０００７】この際、ルックアップテーブル１０３は、
オーバーシュート駆動を行うために、入力１の階調値の
変化後の１フレーム期間において、入力１と入力２との
それぞれの階調値に応じて、オーバーシュート階調の出
力２を発生する。すなわち、ルックアップテーブル１０
３は、入力１の階調値と入力２の階調値が等しいとき
は、その階調値を出力２として出力するが、入力２の階
調値が入力１の階調値より小さいときは、オーバーシュ
ート階調として入力２の階調値より大きい階調値の出力
２を発生し、入力２の階調値が入力１の階調値より大き
いときは、オーバーシュート階調として入力２の階調値
より小さい階調値の出力２を発生するように、予めその
値を設定されている。
【０００８】以下、図１５を参照して、オーバーシュー
ト駆動の機能を説明する。いま入力１において、フレー
ムＦ１のタイミングで入力階調値に変化がないときは、
入力２においてもまだ変化が生じていないので、ルック
アップテーブル１０３の入力における入力１と入力２の
レベルは同じであって、ルックアップテーブル１０３か
らは出力２として、入力１＝入力２＝Ｄ１の階調値が出
力される。次のフレームＦ２において、入力１の階調値
がＤ１からＤ２に変化したとき、入力２は階調値Ｄ１の
ままなので、ルックアップテーブル１０３の入力では、
入力１＞入力２となり、ルックアップテーブル１０３か
らは出力２として、入力１，入力２のそれぞれの階調値
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Ｄ１，Ｄ２に対応して、予め格納されているオーバーシ
ュート階調値Ｄ０が出力されて、オーバーシュート駆動
が行われる。次のフレームＦ３では、入力２も階調値Ｄ
２になるので、ルックアップテーブル１０３からは出力
２として、入力１＝入力２＝Ｄ２の階調値が出力され
る。ＬＣＤ１０４には、ルックアップテーブル１０３か
らの出力２の階調値に応じて、対応する画素電極に対す
るデータ信号が印加されるが、このときの輝度の変化
は、フレームＦ１における階調値Ｄ１に対応する輝度Ｌ
１から、フレームＦ２でのオーバーシュート階調値Ｄ０
に基づく過渡的な輝度変化を経て、フレームＦ３では階
調値Ｄ２に対応する輝度Ｌ２になるようにされる。
【０００９】いま、図１４に示す液晶表示装置におい
て、ルックアップテーブル１０３を有せず、入力１によ
って直接、ＬＣＤ１０４を駆動するとした場合には、図
１５において、破線で示すように、ＬＣＤ１０４に対す
る出力２は、フレームＦ２において直ちに階調値Ｄ２に
なるが、ＬＣＤ１０４の輝度は、液晶セルの動作遅れに
よって、破線で示すように輝度Ｌ１からの立ち上がりが
緩やかになり、画像表示の遅れが甚だしくなる。これに
対してオーバーシュート駆動を行えば、図１５において
実線で示すように、階調値Ｄ１に対応する輝度Ｌ１から
急峻に立ち上がって、次のフレームにおいて、階調値Ｄ
２に対応する輝度Ｌ２になるので、画像表示の遅れが改
善されることがわかる。
【００１０】なお、入力階調値Ｄ２が入力階調値Ｄ１よ
り大きくなるときは、オーバーシュート階調値Ｄ０は、
入力階調値Ｄ２より大きな値となるが、逆に、入力階調
値Ｄ２が入力階調値Ｄ１より小さくなるときは、オーバ
ーシュート階調値Ｄ０は、入力階調値Ｄ２より小さい値
となるとともに、入力階調値Ｄ２と入力階調値Ｄ１の差
が大きいほど、オーバーシュート階調値Ｄ０の、入力階
調値Ｄ２に対する変化量が大きくなる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】このように、液晶表示
装置においては、ルックアップテーブルを備えてオーバ
ーシュート駆動を行うことによって、画像表示の遅れを
改善して、動画像の場合の画像表示の視認性を向上させ
ることができる。しかしながら、図１４に示された従来
の液晶表示装置では、外部装置からの入力１のデータを
そのままフレームメモリ１０２に記憶させるようにして
いたので、フレームメモリとして記憶容量の大きいもの
が必要になるという問題があった。
【００１２】この発明は、上述の事情に鑑みてなされた
ものであって、ルックアップテーブルを備えてオーバー
シュート駆動を行うようにした液晶表示装置において、
入力データを遅延させるためのフレームメモリの記憶容
量を縮減できるようにすることを目的としている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
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め、請求項１記載の発明は液晶表示装置に係り、液晶パ
ネルを用いて画像を表示する液晶表示装置であって、第
１の入力階調データのビット数を低減した出力階調デー
タを生成する第１のテーブル手段と、上記第１のテーブ
ル手段の出力階調データを、上記液晶パネルにおける１
フレームの画像表示期間遅延させて第２の入力階調デー
タを生成するフレームメモリ手段と、上記第１の入力階
調データと上記第２の入力階調データとの大小関係に応
じて、予め記憶されているオーバーシュート階調出力を
発生する第２のテーブル手段とを備え、上記オーバーシ
ュート階調出力によって上記液晶パネルにおいて画像表
示を行うように構成されていることを特徴としている。
【００１４】また、請求項２記載の発明は、請求項１記
載の液晶表示装置に係り、上記第１のテーブル手段が、
上記第１の入力階調データの階調値が小さいときは粗い
間隔で上記出力階調データを生成し、上記第１の入力階
調データの階調値が大きいほど細かい間隔で上記出力階
調データを生成するように変換を行って上記出力階調デ
ータのビット数を低減することを特徴としている。
【００１５】また、請求項３記載の発明は、請求項２記
載の液晶表示装置に係り、上記第１の入力階調データが
８ビットからなり、上記出力階調データが５ビットから
なることを特徴としている。
【００１６】また、請求項４記載の発明は、請求項２記
載の液晶表示装置に係り、上記第１の入力階調データが
６ビットからなり、上記出力階調データが４ビットから
なることを特徴としている。
【００１７】また、請求項５記載の発明は、請求項２記
載の液晶表示装置に係り、上記第１の入力階調データが
６ビットからなり、上記出力階調データが３ビットから
なることを特徴としている。
【００１８】また、請求項６記載の発明は、請求項２記
載の液晶表示装置に係り、上記第１の入力階調データ
が、赤，緑，青の各色とも８ビットからなり、上記出力
階調データが赤，青に対しては５ビットからなり、緑に
対しては６ビットからなることを特徴としている。
【００１９】また、請求項７記載の発明は、請求項１乃
至６のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記第
２のテーブル手段が、ビット数を低減するデータ変換を
行わないとしたときに、上記第１の入力階調データの階
調値が、該第１の入力階調データに対応する上記第２の
入力階調データの階調値より大きいか、又は等しいか、
又は小さいかに応じて、上記第１の入力階調データの階
調値より大きいか、又は等しいか、又は小さい階調値に
対応する、上記ビット数を変換するデータ変換を行った
階調値を出力することを特徴としている。
【００２０】また、請求項８記載の発明は、請求項１乃
至７のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記液
晶パネルがＴＮ型液晶パネルからなることを特徴として
いる。
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【００２１】また、請求項９記載の発明は、請求項１乃
至７のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記液
晶パネルがＩＰＳ型液晶パネルからなることを特徴とし
ている。
【００２２】また、請求項１０記載の発明は、請求項１
乃至９のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記
液晶パネルにおいてドット反転方式の画像表示を行うこ
とを特徴としている。
【００２３】また、請求項１１記載の発明は、請求項１
乃至９のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記
液晶パネルにおいてライン反転方式の画像表示を行うこ
とを特徴としている。
【００２４】また、請求項１２記載の発明は、請求項１
乃至９のいずれか一に記載の液晶表示装置に係り、上記
液晶パネルにおいてフレーム反転方式の画像表示を行う
ことを特徴としている。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。図１は、この発明の一実施例である液
晶表示装置の構成を示すブロック図、図２は、ＴＮ型液
晶パネルの場合のデータ変換テーブルの内容の一例を示
す図、図３は、ＴＮ型液晶パネルの場合のデータ変換テ
ーブルの内容の他の例を示す図、図４は、ＴＮ型液晶パ
ネルの場合のデータ変換テーブルの内容のさらに他の例
を示す図、図５は、ＩＰＳ型液晶パネルの場合のデータ
変換テーブルの内容を例示する図、図６は、ＴＮ型液晶
パネルにおけるオーバーシュート駆動を説明する図、図
７は、ＩＰＳ型液晶パネルにおけるオーバーシュート駆
動を説明する図、図８は、ＴＮ型液晶パネルの場合のル
ックアップテーブルの内容の一例を示す図、図９は、Ｔ
Ｎ型液晶パネルの場合のルックアップテーブルの内容の
他の例を示す図、図１０は、ＴＮ型液晶パネルの場合の
ルックアップテーブルの内容のさらに他の例を示す図、
図１１は、ＩＰＳ型液晶パネルの場合のルックアップテ
ーブルの内容を例示する図、図１２は、オーバーシユー
ト駆動の効果確認のために用いた動画像を例示する図、
図１３は、目視によるオーバーシユート駆動の効果確認
の例を示す図である。なお、液晶表示装置は、図１４に
示された従来例の場合と同様に、外部機器からＲＧＢデ
ータが入力されることによって、各色ごとに処理を行っ
て、カラー画像の表示を行うが、以下においては、説明
を簡単にするため、単色の場合について記述する。
【００２６】この例の液晶表示装置は、図１に示すよう
に、データ変換テーブル１と、コントローラ２と、フレ
ームメモリ３と、ルックアップテーブル４と、ＬＣＤ５
とから概略構成されている。これらのうち、ＬＣＤ５
は、図１４に示された従来例の場合のＬＣＤ１０４と同
様である。データ変換テーブル１は、外部機器から入力
された画像信号の入力１のビット数を少なくするように
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7
変換して出力１を発生する。コントローラ２は、出力１
をフレームメモリ３において１フレーム期間遅延させた
のち、入力２としてルックアップテーブル４に供給す
る。フレームメモリ３は、入力データを順次１フレーム
期間保持してから出力する。ルックアップテーブル４
は、外部機器からの入力１と、コントローラ２からの入
力２とによって、オーバーシュート駆動を行うための出
力２を発生して、ＬＣＤ５に供給する。
【００２７】以下、図１乃至図１３を参照して、この例
の液晶表示装置の動作を説明する。外部機器から入力さ
れた、例えば８ビットのディジタルデータ（階調値）か
らなる画像信号の入力１は、データ変換テーブル１にお
いて、データ間隔を変えることによって、例えば５ビッ
トに変換されて出力１が生成される。コントローラ２
は、出力１をフレームメモリ３に入力して１フレーム期
間保持したのち出力させることによって、１フレーム期
間遅延させて、入力２としてルックアップテーブル４に
供給する。ルックアップテーブル４には、入力２と同時
に、入力１が直接加えられているので、これによって、
ルックアップテーブル４は、入力１と入力２のそれぞれ
の値から定まる、オーバーシュート駆動のための出力２
を発生して、ＬＣＤ５に供給する。ＬＣＤ５では、図１
４に示された従来例の場合と同様に、走査線駆動回路
（不図示）が、コントローラ２から供給される同期デー
タに応じて各行の走査線に走査信号を供給し、データ線
駆動回路（不図示）が、コントローラ２から供給される
同期データに応じて、ルックアップテーブル４から出力
２によって与えられる階調値のデータに応じて、各列の
データ線の信号を変化させることによって、各画素電極
における光の透過率を変化させて画像表示を行う。
【００２８】この場合における、データ変換テーブル１
によるデータ変換は、例えば図２乃至図５に示すように
して行われる。図２は、ＴＮ（Twisted Nematic ）型液
晶パネルの場合を示している。図２に示されたデータ変
換テーブルでは、８ビットからなる入力１の階調データ
は、５ビットからなる出力１の階調データに変換される
が、この際、入力１のデータの階調値が０（黒）に近い
ときは、出力１のデータの間隔が大きく、入力１のデー
タの階調値が２５５（白）に近づくほど、出力１のデー
タの間隔が小さくなるように、出力１のデータが設定さ
れている。
【００２９】図３は、ＴＮ型液晶パネルの場合におい
て、６ビットからなる入力１の階調データを、４ビット
からなる出力１の階調データに変換する場合の、データ
変換テーブル１の内容の例を示したものであって、図２
の場合と同様に、入力１のデータの階調値が大きいほ
ど、出力１のデータの間隔が小さくなっている。また、
図４は同様に、ＴＮ型液晶パネルの場合において、６ビ
ットからなる入力１の階調データを、３ビットからなる
出力１の階調データに変換する場合の、データ変換テー
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ブル１の内容の例を示したものであって、入力１のデー
タの階調値が大きいほど、出力１のデータの間隔が小さ
くなっている。
【００３０】図５は、ＩＰＳ（In Place Switching）型
液晶パネルの場合において、８ビットからなる入力１の
階調データを、５ビットからなる出力１の階調データに
変換する場合の例を示している。この場合のデータ変換
テーブルの構成は、図２乃至図４に示されたＴＮ型液晶
パネルの場合と類似しているが、液晶パネルの透過率特
性の違いに応じて、その内容が、図２乃至図４の場合と
は多少異なっている。なお、ＩＰＳ型液晶パネルの場合
において、６ビットからなる入力１の階調データを、４
ビットからなる出力１の階調データに変換する場合のデ
ータ変換テーブル、又は、６ビットからなる入力１の階
調データを、３ビットからなる出力１の階調データに変
換する場合のデータ変換テーブルも、同様にして作成す
ることができる。
【００３１】図２乃至図５に示されたデータ変換テーブ
ル１によるデータ変換において、入力１のデータの階調
値が０に近い側で、出力１のデータの間隔を大きくでき
るのは、入力１のデータの階調値が０に近い側では、オ
ーバーシュート階調が、オーバーシュート駆動を行う直
前のフレームにおける、入力１の階調値すなわち現フレ
ームの階調値でほぼ決まるためである。
【００３２】図６は、ＴＮ型液晶パネルの場合のオーバ
ーシュート駆動データを示すグラフである。図６におい
て、横軸は、オーバーシュート駆動を行う直前のフレー
ムの階調値、すなわちフレームメモリ３の入力データの
階調値、縦軸は、オーバーシュート駆動を行うフレーム
の階調値であって、図中の各グラフは、オーバーシュー
ト駆動を行った直後のフレームの階調値を示している。
なお、本図においては、オーバーシュート駆動を行う直
前のフレームの階調をスタート階調、オーバーシュート
駆動を行った直後のフレームの階調をエンド階調として
いる。
【００３３】図６に示されるように、スタート階調値が
０に近い（黒寄り）場合、例えば０～１１１階調の範囲
では、エンド階調のグラフの傾斜が緩やかであって、水
平に近くなっているので、エンド階調だけがわかれば、
オーバーシュート階調を決定することができる。従っ
て、フレームメモリ３において、スタート階調を正確に
記憶する必要がないので、上述の範囲に対応してただ１
つの値（例えば図２のテーブルでは出力１の値０）を記
憶すれば、実用上、問題なく動作することができる。一
方、スタート階調が２５５に近い（白寄り）場合は、グ
ラフの傾斜が大きいので、エンド階調だけでなく、スタ
ート階調も正確に記憶しなければ、オーバーシュート階
調を決定することができない。
【００３４】図７は、ＩＰＳ型液晶パネルの場合のオー
バーシュート駆動データを示すグラフである。図７にお
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9
いて、横軸と縦軸、及びグラフの表示は、図６に示され
たＴＮ型液晶パネルの場合と同様であり、スタート階調
およびエンド階調の区分も図６の場合と同様である。図
７に示されるように、ＴＮ型液晶パネルの場合と同様
に、スタート階調値が０に近い（黒寄り）場合、例えば
０～９５階調の範囲では、エンド階調のグラフの傾斜が
緩やかであって、水平に近くなっているので、エンド階
調だけがわかれば、オーバーシュート階調を決定するこ
とができる。一方、スタート階調が２５５に近い（白寄
り）場合は、グラフの傾斜が大きいので、エンド階調だ
けでなく、スタート階調も正確に記憶しなければ、オー
バーシュート階調を決定することができない。
【００３５】ルックアップテーブル４においては、スタ
ート階調とエンド階調とから、出力２としてオーバーシ
ュート階調を発生して、ＬＣＤ５に供給する。この場
合、ビット数を低減するデータ変換を行わないとしたと
きに、スタート階調とエンド階調とが等しい値になる状
態での、データ変換後の入力階調値（対応する値がない
場合もある）に対応するルックアップテーブル４の出力
階調値には、入力階調値がそのまま出力されるので、こ
の場合は、オーバーシュート駆動が行われないが、この
入力階調値より小さいスタート階調に対しては、エンド
階調より大きい値のオーバーシュート階調が出力され、
また、この入力階調値より大きいスタート階調に対して
は、エンド階調より小さい値のオーバーシュート階調が
出力される。
【００３６】図８は、ＴＮ型液晶パネルの場合の、ルッ
クアップテーブル４の内容を例示したものであって、８
ビットからなる入力１のデータと５ビットからなる入力
２のデータとに対応する出力２を、実測から定めたデー
タを示している。図９は、ＴＮ型液晶パネルの場合の、
ルックアップテーブル４の内容を例示したものであっ
て、６ビットからなる入力１のデータと４ビットからな
る入力２のデータとに対応する出力２を、実測から定め
たデータを示している。また、図１０は、ＴＮ型液晶パ
ネルの場合の、ルックアップテーブル４の内容を例示し
たものであって、６ビットからなる入力１のデータと３
ビットからなる入力２のデータとに対応する出力２を、
実測から定めたデータを示している。
【００３７】図１１は、ＩＰＳ型液晶パネルの場合の、
ルックアップテーブル４の内容を例示したものであっ
て、８ビットからなる入力１のデータと５ビットからな
る入力２のデータとに対応する出力２を、実測から定め
たデータを示している。なお、ＩＰＳ型液晶パネルの場
合も、ルックアップテーブル４の内容を、６ビットから
なる入力１のデータと４ビットからなる入力２のデータ
とに対応する出力２のデータを実測から定めたものと
し、又は、６ビットからなる入力１のデータと３ビット
からなる入力２のデータとに対応する出力２のデータを
実測から定めたものとすることができる。
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【００３８】図１２は、この例の液晶表示装置におけ
る、オーバーシユート駆動の効果を確認するために用い
た動画像を例示したものであって、背景上をボールが矢
印方向に移動する画像を示している。図１３は、この例
の液晶表示装置において、図１２に示された動画像につ
いて、オーバーシユート駆動なしの場合と、オーバーシ
ユート駆動ありでビット縮減なしの場合と、オーバーシ
ユート駆動ありで６ビットからなる入力１のデータを４
ビットに変換した場合と、同じデータを３ビットに変換
した場合とについて、目視によるオーバーシユート駆動
の効果確認結果をまとめて表示したものである。この場
合のオーバーシユート駆動の効果は、移動するボールの
後方において、オーバーシユート駆動なし又はオーバー
シユート駆動が不足のときは、ボールの画像が尾を引い
て表示されるが、オーバーシユート駆動が充分なとき
は、尾引きが少なくなることによって判定される。
【００３９】図１３（ａ）の例は、ボールが２１階調、
背景が３６階調の場合を示し、ボールの後方では画面の
階調が増加する方向に変化するが、オーバーシユート駆
動なしの場合は、ボール後方における背景の階調の増加
が遅れるため、ボールがその後方に暗い尾を引いて表示
される現象が顕著であって、画質品位が悪い。一方、オ
ーバーシユート駆動ありの場合であってビット縮減なし
の場合は、ボール後方の階調の増加が促進されるので、
ボールの尾引きが減少するとともに、オーバーシユート
階調の最大誤差は０階調であって、画質品位が良い。ま
た、オーバーシユート駆動ありの場合であってビット縮
減ありの場合は、入力１のデータを６ビットから４ビッ
トにビット縮減した場合は、オーバーシユート階調の最
大誤差は増加方向に１階調であって、ボールの尾引きが
減少するとともに、画質品位が良い。これに対して、６
ビットから３ビットにビット縮減した場合は、オーバー
シユート階調の最大誤差は増加方向に４階調であって、
オーバーシユート駆動が過剰なため、尾引きは生じない
がボールの後縁の輪郭が強調して表示されるとともに、
画質品位が悪い。
【００４０】図１３（ｂ）の例は、ボールが３９階調、
背景が３０階調の場合を示し、ボールの後方では画面の
階調が減少する方向に変化するが、オーバーシユート駆
動なしの場合は、ボール後方における背景の階調の減少
が遅れるため、ボールがその後方に明るい尾を引いて表
示される現象が顕著であって、画質品位が悪い。一方、
オーバーシユート駆動ありの場合であってビット縮減な
しの場合は、ボール後方の階調の減少が促進されるの
で、ボールの尾引きが減少するとともに、オーバーシユ
ート階調の最大誤差は０階調であって、画質品位が良
い。また、オーバーシユート駆動ありの場合であってビ
ット縮減ありの場合は、入力１のデータを６ビットから
４ビットにビット縮減した場合は、オーバーシユート階
調の最大誤差は増加方向に２階調であって、ボールの尾
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11
引きが減少するとともに、画質品位が良い。これに対し
て、６ビットから３ビットにビット縮減した場合は、オ
ーバーシユート階調の最大誤差は増加方向に５階調であ
って、オーバーシユート駆動が不足なため、ボールの尾
引き大であるとともに、画質品位が悪い。
【００４１】図１２，図１３に示されるように、６ビッ
トからなる入力１のデータを３ビットに変換した場合
は、オーバーシユート階調誤差が大きくなって、画像の
輪郭が強調されたり、オーバーシユート駆動の効果がほ
とんどなかったりするが、４ビットに変換した場合は、
ビット縮減を行わなかった場合とほぼ同等の結果が得ら
れた。このような目視による効果確認結果から、６ビッ
トからなる入力１のデータの場合は、４ビットへの変換
を行えば、入力データをそのままフレームメモリ３に記
憶させる場合と比較して、同等の画質を実現できること
が明らかであり、これによってフレームメモリの記憶容
量を大幅に縮減することが可能になる。
【００４２】このように、この発明の液晶表示装置で
は、入力側にデータ変換テーブルを設けて、入力データ
のビット数を縮減してからフレームメモリに保持させ
て、１フレーム期間遅延させるようにしたので、入力デ
ータをそのままフレームメモリに記憶させる場合と比べ
て、フレームメモリの記憶容量を、大幅に縮減すること
ができる。すなわち、８ビットからなる入力１のデータ
を５ビットに変換した場合は、例えば１０２４×７６８
画素からなるＸＧＡ（Extended Graphic Array）の場
合、８ビットでは７６８Ｋバイトの容量を必要とする
が、５ビットの場合は、４８０Ｋバイトで済むことにな
る。また、６ビットからなる入力１のデータを４ビット
に変換した場合は、１０２４×７６８画素からなるＸＧ
Ａの場合、６ビットでは５７６Ｋバイトの容量を必要と
するが、４ビットの場合は、３８４Ｋバイトで済む。な
お、ＸＧＡ以外の、ＶＧＡ（Video Graphic Array ：６
４０×４８０画素）や、ＳＸＧＡ（Super Extended Gra
phic Array：１２８０×１０２４画素）の場合も同様
に、記憶容量を大幅に縮減することができる。
【００４３】以上、この発明の実施例を図面により詳述
してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られたもの
ではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変
更等があってもこの発明に含まれる。例えば、カラー液
晶表示装置の場合に、８ビットからなる赤（Ｒ），緑
（Ｇ），青（Ｂ）の入力１の階調データに対して、デー
タ変換テーブル１において、赤，青の２色に対しては、
５ビットになるようにデータ変換を行うとともに、視感
度が高い緑色に対しては６ビットになるようにデータ変
換を行って、出力１の階調データを生成するようにして
もよい。またこの発明は、液晶表示装置において極性反
転方式を採用する場合にも適用可能であって、走査線ご
とに、奇数番目の画素電極と偶数番目の画素電極とで信
号電圧の極性を交互に反転するドット反転方式や、走査
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線ごとに信号電圧の極性を交互に反転するライン反転方
式、及びフレームごとに信号電圧の極性を交互に反転す
るフレーム反転方式のいずれの場合にも適用することが
できる。
【００４４】
【発明の効果】以上説明したように、この発明の液晶表
示装置によれば、オーバーシュート駆動方式を適用する
ために、入力データをフレームメモリで１フレーム期間
遅延させてから、ルックアップテーブルに入力してオー
バーシュート階調を決定する際に、入力側にデータ変換
テーブルを設けて、入力データを間引いてそのビット数
を縮減してからフレームメモリに保持させるようにした
ので、フレームメモリの記憶容量を大幅に縮減すること
ができ、従って，フレームメモリの大きさを縮小すると
ともに、その価格を低減することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例である液晶表示装置の構成を
示すブロック図である。
【図２】ＴＮ型液晶パネルの場合のデータ変換テーブル
の内容の一例を示す図である。
【図３】ＴＮ型液晶パネルの場合のデータ変換テーブル
の内容の他の例を示す図である。
【図４】ＴＮ型液晶パネルの場合のデータ変換テーブル
の内容のさらに他の例を示す図である。
【図５】ＩＰＳ型液晶パネルの場合のデータ変換テーブ
ルの内容を例示する図である。
【図６】ＴＮ型液晶パネルにおけるオーバーシュート駆
動を説明する図である。
【図７】ＩＰＳ型液晶パネルにおけるオーバーシュート
駆動を説明する図である。
【図８】ＴＮ型液晶パネルの場合のルックアップテーブ
ルの内容の一例を示す図である。
【図９】ＴＮ型液晶パネルの場合のルックアップテーブ
ルの内容の他の例を示す図である。
【図１０】ＴＮ型液晶パネルの場合のルックアップテー
ブルの内容のさらに他の例を示す図である。
【図１１】ＩＰＳ型液晶パネルの場合のルックアップテ
ーブルの内容を例示する図である。
【図１２】オーバーシユート駆動の効果確認のために用
いた動画像を例示する図である。
【図１３】目視によるオーバーシユート駆動の効果確認
の例を示す図である。
【図１４】従来のオーバーシュート駆動を行う液晶表示
装置の構成例を示す図である。
【図１５】オーバーシュート駆動の機能を説明するため
の図である。
【符号の説明】
１      データ変換テーブル（第１のテーブル手段）
２      コントローラ
３      フレームメモリ（フレームメモリ手段）
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４      ルックアップテーブル（第２のテーブル手段
） *
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*５      液晶パネル（ＬＣＤ）

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図１４】
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